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■ 第四版『日本留学指南』出版記念セミナー（上海）
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■ 「日本大学連合学力試験」実施の背景

日本の大学に留学するために必要な共通試験
日本留学試験の受験場所

（2014年第二回実施結果より）

日本国内受験者数
14195名

海外受験者数
2263名

受験者総数
16458名

中国人受験者の99%が
日本会場で受験している

韓国人受験者の7割以上が
韓国で受験している

大学 受験生

日本のアドミッションの現状

中国国内で受験できない『日本留学試験』が

出願条件

日本での二次試験受験義務付け

⇒選考の段階で海外渡航が最低2回必要

※アメリカ留学はSAT・TOEFLの国内受験のみの合否判定

日本留学志望者の現状

現役での日本留学ができないスキーム

学校年度のズレ（7月卒業）

日本の大学の情報不足

解決
すべき
課題

韓国人留学生
15000名の受験場所

中国人留学生
82000名の受験場所

安定的かつ質の高い
留学生の受入

書類確認やビザ発給など
不慣れな手続きの軽減

「日本留学試験」に代わる
中国での共通試験

日本語学校に変わる
日本語指導システム

優秀な中国人留学生の直接受入

不要なバイアスのない
学力に合った大学選択

試験時の渡日負担軽減

日本語学校を経由しない
時間的、経済的に
負担のないスキーム

中国の学生に合わせた
試験・合否判定
スケジュール

欧米同様ストレスなく留学できる仕組み

2014年第二回ＥＪＵ
日本で受験8962名/香港で受験118名

2014年第二回ＥＪＵ
日本で受験615名/韓国で受験1195名

海外受験者の65%韓国人

韓国の学期は日本と同じ4月-3月
韓国では日本留学試験が受験可能で

対策指導も充実しており、
他国とは全く異なる状況

中国の学期は世界標準である9月-6月
中国では「日本留学試験」が受験できず
日本留学の情報は皆無といっていい状態
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■ 5つのポイント
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中国会場（上海･天津）

■出願サイト

■出願期間

2015年6月1日～7月6日

■筆記試験

7月12日（日） ※上海・天津共通

■面接試験

7月19日（日） 上海市内（天津エリアはスカイプ面接）

■受験料

700元

■現地協力機関

新東方 (http://www.xdf.cn/zhuanti/xdftw/xdftw.html）

※世界最大の教育機関

■ 中国での実施概要

【国内大学受験制度】
・高校3年生時に実施される卒業資格試験「会考（ホイカオ）」が高校在籍時の
最終成績。
・大学受験は、大学統一入試「高考（ガオカオ）」が、4月と6月に実施される。
※4月高考は上海周辺で2015年試行された。来年以降全国に拡大する見込。
・「高考」受験後、獲得点数が発表され、志望校に出願、各校毎の足切で合否
が決定される。

【海外留学の状況と取り組み】
・留学の中心は欧米であり、欧米への留学志望の学生は、普通高校ではなく
国際部に進学するケースが多い。高校進学時には既に欧米留学を決めている
学生も多く、高校入学以降、TOEFLに取り組み、2年次にはSATを受験し、高校
3年次の12月までには、出願の準備が整っているのが一般的。
・欧米の大学は高校3年次3月末までに合否を発表するのが一般的。
・尚、国際部の高校の場合は、米国の高校と提携関係にあるのが一般的で、
SATは在籍する高校内で受験できる場合が多い。
尚、普通高校の学生は、香港でSATを受験する場合が多い。

【教育関連データ】
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香港会場

■出願サイト

■出願期間

2015年5月23日～7月6日

■筆記試験

7月12日（日）

■面接試験

7月20日（月）

■受験料

1,000ＨＫ

■現地協力機関

香港輔導教師協會(http://www.hkacmgm.org/）

※香港の高校教師の協会

■ 香港での実施概要

【国内大学受験制度】
・大学受験は、 4月に実施される統一試験「HKDSE（Hong Kong Diploma of
Secondary Education）」を受験、7月15日に同試験の点数が発表され、統一
プラットフォーム「JUPAS」を通して、志望大学に出願、8月10日に合否が発表
される。
・4年制大学は香港内に8箇所しかないため、75%の学生が国内大学への進学が
できない。
・受験生たちは「HKDSE」受験後、海外留学など、複数の選択肢を確保するため
エージェントなどの提案に耳を貸す。
・8月10日の国内大学の合否発表以降、数日で、全員の進路が確定する。

【海外留学の状況と取り組み】
・イギリス領であったことから、英語話者は非常に多く、受験生も「ＩＥＬＴＳ」に
取り組む学生が多い。
・早期から海外留学を決めて対策する学生も多いが、大半は「HKDSE」受験後の
滑り止め確保の中からの海外留学生。
・近年、台湾の大学の連合募集が活発化、数百人だった留学生が5年程度で
10倍に拡大した。

【教育関連データ】
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台湾会場（台北･台南）

■出願サイト

■出願期間

2015年6月1日～7月6日

■筆記試験

7月12日（日） ※台北・台南共通

■面接試験

7月17日（金） 台北市内

※出願者多数の場合は7月16日台南市で実施の場合有り

■受験料

4,000NT$

■現地協力機関

漢華文教事業股份有限公司 (http://www.learningpro.com.tw/)

■ 台湾での実施概要

【教育関連データ】

【国内大学受験制度】

・台湾の大学受験は、大学入試多元化政策により、複数の合否判定ルートが設けられて

おり、受験生は毎年2月初旬に実施される統一試験「大学学科能力測験」を受験する。

試験結果は14の等級に分類され、実施後 2～3 週間後に受験者本人に通知、その後「大

学甄選入学試験｣と｢大学考試分発入学試験」に出願し、各大学の合否が判定される。

前者の「大学甄選入学試験｣は、推薦方式で、一人一校に出願、7月初旬までに合否が通

知される。

この試験で合格が決まるのは定員の40%程度。不合格者は、その後8月の ｢大学考試分

発入学試験」に挑戦、難関の筆記試験にチャレンジし、合否が判定される。

【海外留学の状況と取り組み】

・海外留学生数は2000年、初めて3万人を超えた。国別に見ると、アメリカが最多で全留

学者の半数を占め、続いてイギリス、オーストラリア、日本は４番目。

・欧米への留学志望者は、国内受験は回避し、SAT・TOEFLの出願用のテストの学習を

高校入学時から進めており、毎年3月までに合否が判定される。

・歴史的な背景もあり親日の国家であり、毎年一定数の留学者が日本を目指す。
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■ 出願～入学までの流れ①

出 願

筆記試験

面接試験

合否判定

各国毎に設置したWEBサイトが担います。WEBで出願する学生が多数を占めますが、平行して出願用紙での出願

も対応しています。 出願方法は志望大学を記載して出願するのではなく、学びたい学問を選択して出願する「学

系出願」としており、学系は文系9系、理系7系、全部で16系としています。

出願時に、日本留学を志望する理由を記載することを義務付け、また日本語、英語、各国のセンター試験なども外

部スコアとして提出できる仕組みです。

筆記試験は、文系・理系で受験すべき科目を分類しています。文系志望者は外国語試験（英語or日本語）と文系学

生用の数学。理系志望者は、外国語試験（英語or日本語）と理系学生用の数学および理科（物理・化学・生物から1

科目選択）と定めており、出題言語は母国語と英語が選択できる仕組みです。

筆記試験終了後、即日採点し管理システムに結果を入力、参画大学様に成績を記載した受験者一覧を提出します。

参画大学様は、試験結果一覧を参考に、面接の対象としたい学生を選択していただきます。

ご担当者1名あたり15名の面接が可能で、棄権する学生を見越して面接対象者は20名程度を選択いただきます。

面接者選定で指定された学生を一人20分程度で面接していただきます。学生の出願情報・志望理由書・外部スコ

アなど一式を、手元資料としてお渡しします。面接は、学生が日本語学習の場合は日本語で、そうでない場合は通

訳を介して学生の母国語で進めます。現地に出向けない場合はスカイプで対応いただくことも可能です。

なお面接対象者を15名単位で拡大することも可能です。（追加費用が必要となります）

面接試験・筆記試験・外部スコアなどを総合的に判定いただき、総合的な合否を判断いただきます。

合否判断は、その内容によって、①正式合格、②一次合格、③条件付一次合格 、④不合格の4段階としてください。

面接対象者選抜



10

■ 出願～入学までの流れ②

留学前教育

合否通知

入学大学決定

入学申込

ビザ申請

大学入学

最終合格

準備教育受講を条件に合格
準備教育受講の上、大学指定の
2次試験を受験し合否を発表

準備教育受講の上、
達成度基準を満たし合格

基礎カリキュラム
90分×300コマ

基礎カリキュラム
90分×300コマ

基礎カリキュラム
90分×300コマ

受講確認 達成度確認 現地二次試験

追加カリキュラム
（オプション)

追加カリキュラム
（オプション)

追加カリキュラム
（オプション)

在留資格申請に必要な書類の入手指示、日本サイドへの送付、受領後の確認、不足書類のフォロー、在留資格

申請フォロー、取得後の送付、現地でのビザ申請など、必要に応じて事務局がフォローさせていただきます。

受験者へ財団より試験結果を通知いたします。通知は、WEBサイトで各人のＩＤとパスワードでアクセスして確認
できるほか、日本から財団が受験者宅に直接郵送もいたします。

各国財団職員が合格者と直接カウンセリングを行い、合格した大学に留学するかどうかの意思確認を行います。

※複数の大学の合格を獲得した学生には、留学希望大学の選定が必要となります。

学生が決定した留学先の大学に、入学金を添えて、正式な入学申し込みを行います。

また同時に、留学前教育の受講申し込みを行います。

所定の6ヶ月間の留学前教育を各国の教育機関で受講します。
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「日本大学連合学力試験」への出願は、各国毎に設置したWEBサイトが担います。出願時に、日本留学を志望する理由を記載することを義務付け、

また日本語、英語、各国のセンター試験なども外部スコアとして提出できる仕組みです。

志望理由書

外部スコア

・各国センター試験
・英語能力証明
・日本語能力証明

出 願 ①
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「日本大学連合学力試験」では中国の学生達の日本の大学に対する理解度を考慮し、出願は各大学への直接出願ではなく、学習したい学問

分野を選択して出願する「学系出願制度」を採用しています。なお、出願する学問分野は下記の16分類とさせていただいております。

3 言語学分野
言葉を科学的に研究し、「語学」コミュ
ニケーション能力を軸に、言語の知識

とセンスを磨く。

5 芸術分野
さまざまな表現手段を通して社会に働き
かけるための表現技術と感性を磨く。

9 国際関係学分野
世界の不公平を問いただし、国際平和

や途上国の開発に向き合う。

教育の本質を捉え、学校や職場、地
域社会において人間の可能性を伸ばす

システムと技法を研究する。

「法律」について、その成り立ちや解釈
を学び、社会での問題に対する的確な
理解と合理的な解決策を探る。

実践的な知識・思考方法を学び、ビジ
ネス社会での活躍を目指す。

「社会」に生起するあらゆる知恵や現象
を体系的に研究する。

経済学

経営・商学

アイコン 学問分野

1 文学・歴史・文化分野

教員養成・教育学分野

2 心理学分野

者医学・福祉学分野

法学・政治学分野6

4

7 経済・経営・商学分野

8

法学

政治・政策学

社会学

芸術系

社会福祉学

学問分野の内容

「文学」「歴史」「民族」「宗教」さまざまな
学問分野から人間の文化的な営みについて

アプローチしていく。

人類の根本的な疑問について、思索や論
理、科学的なアプローチからの解決を探る。

学科名

文学

史・地理学

文化学

哲・宗教学

心理学

外国語学

教育学・教員養成系

児童学

国際関係学

14 総合科学分野
現代社会という幅広いテーマに「教育」

の視点で取り組む。

アイコン 学問分野 学問分野の内容 学科名

人々の健康を支える技術や知識を身に
つけ、体や心のケアといった視点から生

活の改善をサポートする。

人の未来・幸福のために「モノ」や「技術」
を創造する。

衣・食・住を中心とする人間生活全体の快
適性や、社会とのかかわりを幅広く学習する。

論理的な思考力と実証的態度でナノの
世界から宇宙まで、自然界の真理を追

究する。

地球環境や自然を守り、地球と生命の
偉大さに迫る。

人々の病気の原因を解明し、治療法と
予防法を確立する。

看護・保健分野16

15 医学・私学・薬学分野

13 農・水産学分野

10 生活科学分野

12 工学分野

11 理学分野

被服学 食物・栄養学

通信・情報工学

電気・電子工学

数学 物理学

住居学 生活科学

看護学

保健学・福祉学

医学 歯学

薬学 医療技術学

化学

生物学 -

環境科学 農業学・農芸化学

地球科学

農業工学・森林科学

水産学 獣医学・畜産学

人間科学 スポーツ学・健康科学

農業経済学

資源・エネルギー工学

デザイン工学

土木・環境工学

応用化学

船舶学

建築学

生物工学

材料工学

航空・宇宙工学

機械工学

出 願 ②
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分類 学系番号 試験科目 試験時間 満点 試験言語 概要

文系 1-9

英語
または

日本語
90分 200

300

英語
または

日本語
英語または日本語を選択

文系数学 90分 100
英語
または

中国語

理系 10-16

英語
または

日本語
90分 200

400

英語
または

日本語
英語または日本語を選択

理系数学 90分 100
英語
または

中国語

理科 60分 100
英語
または

中国語
物理・化学・生物から１科目を選択

筆記試験翌日、試験結果を財団よりお知らせします。
各大学様では、受験者の筆記試験結果、プロフィール、外部スコア等を参考に、面接試験の対象者20名程度を抽出ください。

「筆記試験」は２０１６年度入学第Ⅱ期試験より、「河合塾」に作成をお願いしております。

各科目とも、センター試験程度の基本問題と国公立二次試験程度の難易度の発展問題の組み合わせとし、回答は一部客観式を

取り入れたものとしています。

※出題言語は各国の言語にあわせ中国語簡体字、中国語繁体字、英語の3言語を用意。出願時に受験希望言語を選択させます。

面接対象者選抜筆記試験
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事前に抽出した学生を対象に、現地面接会場またはスカイプで面接試験をお願いします。

面接は通訳を用意し母国語で行うことを基本とし、日本語や英語でコミュニケーションできる学生には別途それらの言語で対応ください。

尚、面接にあたっては、出願データ、志望理由書、外部スコアなどを記載した面接シートをご用意するとともに、当日の面接対象者一覧を

記載した面接タイムテーブルをご準備します。

尚、出願時に提出のあった書類一式をデータ
にて提供します。
外部スコアの詳細などの確認に使用ください。

面接試験
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「日本大学連合学力試験」では、参画大学で筆記試験、面接試験の結果を元に合否を判断いただき、財団より各自に結果を通知します。

なお、学内のアドミッションの整備と平行して本試験にご参画いただくために、下記4種類の合否基準を設定しています。

合否判定基準 合格判断 備考

留学前教育受講を条件とした合格 正式合格 早期の入学金・学費の支払を要請できます

留学前教育受講後、
受講カリキュラムの達成を条件に合格

一次合格

留学前教育受講後、
指定の二次試験受験を前提に合格

条件付一次合格 二次試験は現地で実施できるものに限ります

入学基準に達していない 不合格

【財団が通知する合否内容】

海外に指定校推薦を設定できる場合は、幣財団に指定校枠を設定いただくことも可能です。
その場合は、事前に大学様にて指定校推薦基準を設定ください。
①「日本大学連合学力試験」のスコア基準
②外部スコアの基準 日本語（J-CAT） 、英語（TOEFL,TOEIC）、その他（各国センター試験点数等）

※なお、出願時期が合わない試験（EJU等）の基準点設定はご遠慮ください。
※最終的には留学前教育終了後、推薦者を決定し、御校担当者様との面接を設定させていただきます。
※面接は各国面接会場もしくは、スカイプによるものとさせていただきます。

指定校推薦枠の設定

合否判定
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受験者へ財団より試験結果を通知します。通知は、WEBサイトで各

人のＩＤとパスワードでアクセスして確認できるほか、日本から財団が

受験者宅に直接郵送もいたします。

各国財団職員が合格者と直接カウンセリングを行い、合格した大学

に留学するかどうかの意思確認を行います。

※複数の大学の合格を獲得した学生には、留学希望大学の選定が

必要となります。

学生が決定した留学先の大学の出願手続きを行い、入学金を添え

て正式な入学申し込みを行います。

また同時に、留学前教育の受講申し込みを行います。

尚、前述の合否判定で、一次合格及び条件付一次合格とされた場合

の正式な入学申込は、留学前教育終了後、設定された条件がクリア

された以降に行います。

入学大学決定 入学申込合否通知
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備考

初級１ Ｎ5レベル習得 18

初級２ Ｎ4レベル習得 24

初中級 Ｎ3レベル習得 38

中上級 Ｎ2レベル習得 80

アカデミックトライアル 4技能総合 120

日本の文化と礼儀作法 生活における知識

日本での生活をスムースに送るための知識や情報を取り入れるための教育。日本の生活で欠かせない衣・食・
住、交通などの基礎知識、また言葉づかい、人間関係、アルバイトなどにおけるポイントを具体的な事例を挙げ
て解説。途中退学する留学生の多くは、コミュニケーションの問題と共に、カルチャーショックを原因としてあげる
場合も少なくないことから、事前に日本の独特の文化や習慣を理解しておくことをポイントとして構成。

日本の地理、歴史、政治 日本概要を把握
世界史や世界地理については共通の知識を一定程度持っているが、日本の地理や歴史、更には政府の仕組
みや経済の成り立ちなど、中国の学生が学習していない分野が多数存在するため、集中的に学習を進める。

文系補習 文系数学 場合の数と組合せ、確率
日本留学試験「数学Ⅰ（文系学生向け数学）」のシラバスを参考にカリキュラムを構成。
中国文系数学の未学習分野である「場合と数と組合せ」「確率」を特に強化し指導。

理系数学 微分積分・行列・整数
日本留学試験「数学Ⅱ（理系学生向け数学）」のシラバスを参考にカリキュラムを構成。
中国の理系数学の未学習分野でありながら、理系学生の大学での学習の基礎知識として非常に重要である、
「数列（数学B)」「極限・微分法（数学Ⅲ）」「微分法、積分法、高次式（数学Ⅱ）」は、相当時間をかけて指導。

物理 物質と原子、波動

化学 理論化学、有機化学

生物 発生、遺伝

コマ数

日本の文化

10

10

10

科目

基礎科目

追加科目

漢字圏の学生向けの短期集中カリキュラム。
独自のタスクシラバスと4技能を均等に指導するオリジナル指導法を採用。
少人数制で、短期間で日常生活はもちろん、大学の授業にもある程度適応でき上級日本語習得を目指す。

理系補習

30

大学の専攻に合わせ、日本留学試験「物理」「化学」「生物」各科目のシラバスを参考にカリキュラムを構成。
物理では「波動」「熱学」、化学では「熱化学と化学平衡」「有機化学分野全般」、生物では「発生」「遺伝子」など
の中国高校カリキュラムに含まれない部分を集中的に強化。

10

280日本語

10

10

弊財団が各国で運営する教育機関において、大学での学習に必要な日本語を習得させ、また日本での生活に備えた、日本文化、歴史、

地理等、さらに各国の教育課程の相違による不足科目など、大学での学生生活への準備を行う教育制度です。

2015年度入学 第Ⅲ期「日本連合学力試験」（2014年7月実施） 合格者の準備前教育受講状況について

日本語が全く未履修の生徒もいましたが、約４ヵ月でN2レベルの日本語能力に高まっています。日本語の追試を行った大学へ見事合格を勝ちとった生徒もおり、基礎

学力が高い事に加え、漢字圏の学生に特化した日本語カリキュラムを準備することで、大学の授業に問題なくついていけるレベルまで高める実績を修めています。

留学前教育
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留学前教育のメインである日本語教育についてですが、日本語能力試験の合格を基準にすると、ここでも出願・受験に関するタイムラグ
が問題になり、タイムリーに受験できない為、合格基準を満たせないという不具合が生じてしまいます。
弊財団では、学生の日本語レベルを計る目安として「Ｊ－ＣＡＴ」を参考にしております。

J-CAT JLPT 日本語能力試験

-100 Basic 初級 Level 4

100-150 Pre-Intermediate 中級前半 Level 3

150-200 Intermediate 中級

200-250 Intermediate-High 中級後半 Level 2

250-300 Pre-Advanced 上級前半 Level 1

300-350 Advanced 上級

350- Near Native 日本語母語話者相当

Proficiency Level

日本語適応型テストは、非日本語母語話者の日本語能力を測定する
テスト。インターネット上で動作するコンピュータ適応型テストであり、
動的に能力が測定される。
聴解、文字語彙、文法、読解の4セクションからなり、適応型テストで
あることから、試験時間は一律ではなく、30分から90分程度の幅があ
る。
問題は文字以外に、音声、静止画によって提示される。
日本語能力試験と同様、非母語話者の一般的な日本語能力の測定
を目的としている。

留学前教育



19

留学前準備教育終了後、各大学様では、合否判定の条件に沿って、

最終面接や二次試験を実施していただき、最終合格を提示ください。

正式合格が決まった後、学生から学費を支払い、ビザ申請へと移りま

す。

大学様で在留資格申請に必要な書類をご指定いただき、学生本人に

必要な書類を提出させます。海外から留学生を受け入れる際、この部

分が煩雑になりがちでしたが現地の財団職員が、書類収集などのお

手伝いをさせていただきます。

在留資格申請書を学生が受領後、最寄の日本領事館で、学生ビザを

申請・取得となり

ます。

ビザ取得後、いよいよ渡日ということになります。

住居、設備、生活用品などの手配は、慣れない留学生には問題です

が、必要に応じて日本の財団職員が、フォローさせていただくことも可

能です。

無事大学生活が送れるよう、大学様と協力して進めてまいります。

ビザ申請 大学入学最終合格
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2015年度4月入学

第Ⅲ期 「日本大学連合学力試験」 実施日：2014年7月

参加大学 ： 東京農業大学、帝京大学、東京情報大学、武蔵野大学、昭和女子大学

出願者数 ： 49名 / 受験者数：36名 （文系23名、理系13名） / 合格判定者：20名

出身高校 ： 复旦大学附属中学、位育中学、上海市交大附属中学、浦东实验高中、上海甘泉外国语中学、

华东政法大学 附属中学、敬业中学、陆行中学、株洲市第二中学、上海市继光高级中学、

上海市工商外国语学校、堰桥中学、北郊高级中学、上海市经济管理学校、堰桥中学、富源学校高中部 他

■ 実施実績

2016年度4月入学

第Ⅰ期 「日本大学連合学力試験」 実施日：2014年12月

参加大学 ： 山形大学、芝浦工業大学、東京農業大学、帝京大学、東京情報大学、武蔵野大学、関東学園大学

出願者数 ： 122名 / 受験者数：118名 （文系91名、理系27名） / 合格判定者：30名

出身高校 ： 复旦大学附属中学、天津市第二中学、澄衷中学、民立中学、莘庄中学、芜湖市第七中学、内蒙古师大附中、

上海市零陵中学、嘉定二中、上海市第四中学、内蒙古呼伦贝尔海拉尔第三中学、柯桥中学、

通辽市第五中学、上海市华东模范中学、上海市闸北第八中学、浙江省苍南中学、天水市第一中学、

金山中学、蚌埠二中、广西柳州铁一中、上海市工商外国语学校、杭州市第七中学、上海甘泉外国语中学 他

2016年度4月入学

第Ⅱ期 「日本大学連合学力試験」 実施日：2015年4月

参加大学 ： 千葉大学／山形大学／香川大学／帝京大学／武蔵野大学／芝浦工業大学／昭和女子大学／関東学園大学／広島経済大学／福山大学

出願者数 ： 85名 / 受験者数：62名 （文系32名、理系30名） / 合格判定者：44名

出身高校 ： 浦江高级中学、堰桥高级中学、回民中学、桐柏中学、控江中学、行知中学、紫藤中学、上海市延安中学、上海市回民中学、上海市宜川中学、
上海市工商外国语学校、上海市曹杨中学、上海市第八中学、上海市中国中学、上海市民立中学、上海市民办尚德实验学校、上海台商子女学校、
上外附中、深圳市富源学校、静安中学、仙霞高级中学、川沙中学、大境中学、第二中学、天津二中、田园高级中学、同济二附中、南洋中学、
南华中学、 北虹高级中学、本溪市第二高级中学、民办回民中学、民办行知中学、民办扬波中学、六盘水市第一实验中学、彭浦中学、
滕州市第一中学、剑平中学、复旦大学附属中学、复兴高级中学、巢湖市第一中学、盐城市高级实验中学、长宁中学、鲁迅中学 他

※上記参画校の内、国立大学は、オブザーバー参加

2015年4月に6名の現役学生が本プログラム一期生として入学
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「2016年度入学第Ⅲ期日本大学連合学力試験」は、下記のスケジュールで構成します。

筆記試験及び面接試験で参画大学各校の基準チェックをしていただき、財団より合否判定を通知いたします。

以降、合格者を対象に約半年間の留学前教育を行い、同修了期に達成度確認を行い、最終合格を判定します。

筆
記
試
験

留学前準備教育
（約６ヶ月）

二
次
試
験

面
接
試
験

大
学
入
学

7月12日

１月下旬

2016年4月

8月初旬

2016年度入学第Ⅲ期「日本大学連合学力試験」 スケジュール

出
願

6月1日
～7月6日

※二次試験は必要に応じて実施

■ 2016年度入学 第Ⅲ期 実施スケジュール

入
学
大
学
選
定

【面接日程】
台北 7月17日 （7月16日台南市実施の場合有）
上海 7月19日
香港 7月20日

面
接
者
選
定

入
学
申
込

ビ
ザ
申
請

最
終
合
格

達
成
度
確
認

7月27日

合
否
判
定
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■ 2017年度入学 試験実施スケジュール（予定）

２０１７年４月大学入学を目指す学生を２０１５年１２月、２０１６年４月、２０１６年７月の３回の試験で選抜
各期の合格者に、それぞれ留学前教育を義務付け、

日本語力及び基礎学力を習得した学生の２０１７年４月留学を実現します。
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「日本大学連合学力試験」 は、スーパーグローバル大学採択校様や英語カリキュラム導入校様向けにも最適な選抜試験です。
出題言語を英語に指定、英語が得意な学生を各国から選抜することができます。

さらに、従来の英語履修コースで学ぶ学生の問題点であった基礎日本語力不足による生活や就職面での問題点を
留学前教育で補うことが可能となります。

■ SGU採択校様・英語履修コース設置校様向けのご提案

SGU採択校様・英語履修コース設置校様向け「日本大学連合学力試験」の流れ

出願作業は母国語で完結
※英語出願サービスも本年12月より提供

出題言語の英語選択を新規に導入
※7月実施は香港のみ

欧米留学検討者への併願先と位置づけ
SAT・TOEFL等の外部スコア等も収集

面接は全て英語で実施可能

日本留学に合わせて日本語教育を義務付け

選択言語に左右されない筆記試験
言語を問わない正確な学力レベルの把握を実現

現地・スカイプ問わず英語による面接が可能
御校が求める学生を直接選抜

来日後の生活、日本での就職に威力を発揮する
英語履修生向けの来日前日本語基礎教育

英語履修コースの学生の生活面での不安を解消し、大学の留学生受入時の問題も解消
将来の日本での就職でも高い効果を発揮します
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■ 今後の展開

「日本大学連合学力試験」は、日本の大学のグローバル化を推進する為、各国教育機関と調整を進めています。
「漢字圏」、「英語圏」、「非漢字・英語圏」の３つのゾーンに分類、留学前準備教育の期間を調整することで優秀な学生の選抜を進めます。
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⇒グローバル化推進の要は現地からの学生受入。しかし大学が個別に各国で学生募集するのは非常に非効率。本試験への参画で効率よく、優秀な学生を受け入れること
が可能です。

⇒海外で学生各人の学力を正確に判定するのは非常に難しいといえます。本試験では世界共通の試験を母国語で受験できるスキームを採用しているため、各国の学生の
学力を同じ視点で測定でき、御校にふさわしい優秀な学生を受け入れることができます。

⇒従来の日本語学校経由の受入では、日本人学生と留学生の間に受入時から年齢差が生じ、相互交流が難しいという点が上げられていました。本試験では、高校卒業後
半年で大学に入学できるため、年齢差はほぼ発生せず、活発な交流が実現します。

⇒本試験参加の学生は合格後、保護者を交えた進路相談、半年間の留学前準備教育受講のための学費支払いなどを経由するため、身元はもちろん、学費支払いに関す
る信頼が担保されます。また留学前教育受講中も保護者との定期的な連絡が発生しますので、様々な信頼関係が築けます。

⇒従来の日本語学校経由の受入では、新卒といえども、一般の学生より年齢が２歳以上であることが一般的で、企業が採用を敬遠するケースも見られました。本試験では、
国内の学生との年齢差はほぼ発生しないため、年齢面での採用敬遠は発生しません。

⇒従来の日本語学校経由の受入では、卒業時年齢が高いので、大学院進学を断念する学生も多かったようですが、本試験ではそのようなデメリットはありません。

⇒海外からの学生受入に不慣れな大学のご担当者と受験生個人ではやり取りが難しい各種申請書類の準備や手続きなども、本試験をご利用いただければ現地・日本双方
の財団職員が、フォローさせていただきます。

⇒現在、英語が準公用語の香港の学生の募集が可能で、またや中国や台湾の国際部に通う英語履修者へのアプローチも可能です。また、本試験はアジア圏を中心に対象
範囲を拡大してまいりますので、英語履修コースの学生受入のための試験としてもご活用いただけます。

⇒英語履修コースの学生は日本語を学習する機会がなく日本での就職がなかなか難しいようですが、本試験を活用いただくことで、英語履修コースを選択する学生にも、
現地で日本語教育を履修させることができます。基礎日本語能力を持った英語履修コース生の就職率はおのずと高まります。

■ 留学生直接受入の課題を解決します。



香港の学生に日本の大学への
直接留学機会を提供

香港の約400の高校を通して
日本留学希望者の出願を受付

（過去同様の視察ツアーを受け入れた中国大陸や台湾では、視察以降、急激に留学生が拡大したという事実があります。）

※受入に当たっては諸条件がございますのでご興味のある場合は担当者にお知らせください。

香港の高校校長日本大学視察ツアー



第四版『日本留学指南』出版記念セミナー （上海）

前回開催時の様子
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■ 参加費用





一般財団法人日中教育医療文化交流機構
事務局 株式会社オフィスワイズ 国際教育事業部

本企画のご質問・お問い合わせ

東京都港区芝大門1-6-5 SHIBADAIMON165ビル（〒105-0012）
TEL.（03）5776-7211 FAX.（03）5776-7224


